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[はじめに①]

愛媛県における県・市町連携の推進

市町村合併の進展背景 厳しい財政状況地方分権の進展

組織の垣根を越えた「チーム愛媛」としての連携が必要

連携施策の創出・実行
（平成23以降、毎年度 「連携推進プラン」を作成）

242項目に及ぶ連携施策を創出

平成22年度 県・市町連携推進本部 設置
（構成：知事、全20市町長）
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愛媛県独自の強みに！

更なる効果として

県・市町間で “連携の意識”が醸成

[はじめに②]

愛媛県における県・市町連携の成果

【Ｈ24】税務職員の相互併任
○個人住民税の滞納繰越額の削減！
（Ｈ24～Ｒ2年3月末の累計効果額：約2億7千万円）

主な成果

【Ｈ27】橋梁やトンネル等の点検
の県による一括発注

○県が一括発注し、市町の人員不足等の課題を解決
（Ｒ元年度受託施設数：110）
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【Ｈ25】建設工事等の入札契約
業務

○個別システムの開発・運用に比べ年間4,000万円減！
○入札参加者にとっての利便性の向上に！

【Ｒ元】(防災・減災）平時からの
カウンターパート関係の構築

○平時から「顔の見える関係」を構築し、相互に理解を
深め、発災時の迅速かつ的確な支援に！



「行革甲子園」とは
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知事の発案
「行政改革に終わりなし」

行革は未来志向の取組であることを共有！
「削る」「切る」などの後ろ向きに捉えられがちだが、明日への力を得るた

めの手段という位置付けにすれば、極めて前向きな取組

「チーム愛媛」で高め合い、愛媛全体の行政力UPへ！
情報を共有しお互いが刺激し合い、自らも取り入れる

県と市町の強固な連携関係を生かし、行革を推進するための
地方公務員によるイノベーションコンテスト

＝「行革甲子園」

きっかけ

狙い

隔年開催＠愛媛県松山市
行革甲子園自体も進化を追求

開催方法



創（そう・走） 創意工夫あふれる取組か、独創性・先進性があるか

効（こう・攻） 費用対効果の高い取組か

種（しゅ・守） 他にアイデアの種を提供する取組か（他の自治体に広がる取組か）

プレゼンテーション 取組の意図や内容がよく伝わるプレゼンであったか

「行革甲子園2022」審査員・評価のポイント
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○審査員
応募事例から審査員による１次審査（書類）を通過した８団体について、当日の最終審査を経て表彰

（一財）地域活性化センター理事長 椎川 忍
審査員長
外部審査員

愛媛大学法文学部准教授 太田 響子 外部審査員

有限責任監査法人トーマツパートナー 小室 将雄 外部審査員

東洋大学国際学部国際地域学科教授 沼尾 波子 外部審査員

株式会社未来戦略研究所 代表取締役 根本 昌彦 外部審査員

愛媛県知事 中村 時広

○評価のポイント
「創(そう)」・「効(こう)」・「種(しゅ)」の３拍子に加え、プレゼンテーションの内容を評価

小西先生には、第1回から長きに

わたり審査員長をお引き受けいた
だき、大変お世話になりました。



「行革甲子園」の波及効果
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【西予市】（第１回大賞）
若手職員行革チームの設置

発表事例

【東温市】
部局横断的な若手職員グループを設置し施策
提案を実施

波及事例

【今治市】（2014大賞）
公の施設の評価・あり方方針の策定

【宇和島市・八幡浜市・上島町】
公共施設の管理運営方法の検討にあたって
参考に

【北海道北見市】（2016ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ）
「書かなくていいの？」（窓口改革）

【今治市・内子町・松野町】
来庁者の利便性向上を目的に窓口の申請手
続等の見直しを検討

『チーム愛媛』で刺激し合い、

愛媛全体の行政力の底上げへ

発表事例を県内全市町で横展開！

【茨城県つくば市】（2018発表事例）

「RPAを活用した共同研究」

【松山市・八幡浜市・新居浜市】
RPA活用業務の選定など、導入の検討にあ
たって参考に

そのほか、大会後に行革事例集を作成し、《愛媛発》で全国に発信！
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県内版 「行革甲子園」の開催状況

◇参加 ３００人

◇応募 県内全２０市町から６４事例

◇概要 ・６事例の発表・審査
・福岡県大野城市が参考発表

◇大賞 西予市
若手職員行革チームの設置

※全国知事会から優秀政策表彰（Ｈ25）

第１回 行革甲子園

◇参加 ３５０人

◇応募 県内全２０市町から４６事例

◇概要 ・６事例の発表・審査
・四国他県の３団体が参考発表

◇大賞 今治市
「公の施設の評価」等の策定

第2回 行革甲子園2014Ｈ24 Ｈ26

知事・市町長による意見交換（第1回）



全国版「行革甲子園2016」の開催状況
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・ 日 時 平成２８年１１月１日（火） １２：３０～１７：００

・ 出席者 ３５０人（全国の自治体職員・議員、学生等。うち県外６０人）

【第１部】基調講演
講師 岡田武史氏
（株）今治.夢スポーツ代表取締役
（公財）日本サッカー協会副会長

演題 「勝つための組織づくりとサッカーによる地域振興」

【第２部】 書類審査で選ばれた８団体によるプレゼンテーション
岡田武史氏による講演

プレゼンテーション

◇応募数 全４７都道府県１１０市町村から１０４事例

◇グランプリ 北見市（北海道）
「書かなくていいの？」
～証明書の申請をかんたん・スピーディに～

愛媛県内にとどまらず、
募集を全国に拡大！



台北市による事例発表

全国版「行革甲子園2018」の開催状況
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・ 日 時 平成３０年８月３０日（木） １２：３０～１７：００

・ 出席者 ４００人（全国の自治体職員・議員、学生等。うち県外１００人）

【事例発表】 書類審査で選ばれた８団体によるプレゼンテーション

【特別企画】 台湾・台北市による事例発表
「台湾版スピード決裁～明確な役割分担と権限移譲の徹底～」

グランプリ受賞者と小西先生

◇応募数 全４７都道府県１１７市区町村から１４１事例

◇グランプリ 松山市 （愛媛県）
「窓口一本化の保安指導で防災体制を強化」（新規財源の確保）

◇審査員長特別賞
・西粟倉村（岡山県）
「『百年の森林構想』と『ﾛｰｶﾙﾍﾞﾝﾁｬｰ』による地域資本の価値向上への取組」

・三条市（新潟県）
「住民の血税を考えれば共同化をやらない理由はない！」
～各種情報システムの共同化と新たなサービスの実現～

国内にとどまらず、
海外にも視野を拡大！

副賞は砥部焼
の楯



ソウル市による事例発表
（オンライン）

全国版「行革甲子園2020」の開催状況
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・ 日 時 令和２年１１月１３日（金） １２：３０～１７：００

・ 出席者 ２１０人（全国の自治体職員・議員、学生等。うち県外４５人）

【事例発表】 書類審査で選ばれた８団体によるプレゼンテーション
【特別企画】 韓国・ソウル市による事例発表
「市民の通信基本権及び未来スマート都市インフラ構築のための
Ｓ－Ｎｅｔと「カッチオン」サービス開始
～スマートソウルのデジタル転換のための新しい道が開かれます。～」

県内首長による札上げ

（感染対策のマスク着用と
一席間隔の座席）

◇応募数 全３０都道府県６０市区町村から７３事例

◇グランプリ 苅田町（福岡県）
「地理情報システム（GIS ）導入による業務効率化に関する
苅田町の取組について」～職員自ら構築した水道管路マップを
始めとした業務効率化の取り組み～

◇審査員長特別賞
・所沢市（埼玉県）
「下水道マンホール蓋を活用した有料広告事業の取組」
・三条市（新潟県）
「全国初！町内全域自営LPWA 通信網の整備」～携帯電話の圏外からでも
正確な位置情報を伴った救助要請が可能に～

◇オンライン投票１位 所沢市（埼玉県）

ピンチはチャンス！

コロナ禍でもデジタルを
駆使して開催



全国版「行革甲子園2022」の開催状況
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・ 日 時 令和４年８月２６日（金） １２：３０～１７：００

・ 出席者 １５０人（全国の自治体職員・議員、学生等。うち県外３９人）

【事例発表】 書類審査で選ばれた８団体によるプレゼンテーション
【特別企画】 オードリー・タン 台湾デジタル担当大臣による事例発表

「台湾におけるデジタル化の取組みについて」

発表順 市区町村名 事 例 名

１ 前橋市（群馬県） 印刷BPO～職員を紙作業から解放する～

２ 山形市（山形県）
全国初！連携中枢都市圏連携事業による広域炊飯施設の整
備
～共通課題をスピード解決～

３ 座間市（神奈川県） 循環型社会実現に向けた「廃棄物・資源物収集のＤＸ」

４ いわき市（福島県）
いわき版MaaS推進プロジェクト「行政MaaS」

～出張行政サービス「お出かけ市役所」の取組み～

５ 別府市（大分県）
RPAを活用して３年、職員の負担軽減、年間6,000時間までの

道のり

６ 茂木町（栃木県） 地方公務員が一般社団法人を設立して町の財源を生み出す

７ 日南町（鳥取県）
脱炭素で地域事業者のサステナブル経営を後押しする
SDGs未来都市の挑戦

８ 西予市（愛媛県）
働き方改革を実現するオフィスの空間づくり
～withコロナ時代における自治体経営改革～

グランプリは一体、、、？



行革甲子園2022 ①前橋市（群馬県）
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・印刷BPO（Business Process Outsourcing）導入前



行革甲子園2022 ①前橋市（群馬県）

・印刷BPO導入による変更点
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行革甲子園2022 ①前橋市（群馬県）

・印刷BPO導入後、職員は、データの入力・確認・送信だけでOKに
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行革甲子園2022 ①前橋市（群馬県）

・前橋市と伊勢崎市と併せて６億6225万円削減（▲49.7％）
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行革甲子園2022 ②山形市（山形県）
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行革甲子園2022 ②山形市（山形県）

・各炊飯施設の老朽化を背景に、連携事業として、広域炊飯
施設を新しく整備
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行革甲子園2022 ②山形市（山形県）

・コストカット以外の効果も創出
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行革甲子園2022 ②山形市（山形県）

・財源確保とコストカットも徹底

19



行革甲子園2022 ③座間市（神奈川県）

・啓発事業により、廃棄物の減量化・資源化に尽力
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行革甲子園2022 ③座間市（神奈川県）

・テクノロジーの導入により、更なる廃棄物減量化を模索
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行革甲子園2022 ③座間市（神奈川県）
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行革甲子園2022 ③座間市（神奈川県）

・廃棄物の減量化・資源化とともに、事務の効率化も実現
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行革甲子園2022 ④いわき市（福島県）

・運転免許証の返納や公共施設の統廃合で、
不便な状況になっていた
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行革甲子園2022 ④いわき市（福島県）

・デジタル技術の活用による、交通等の生活の利便性向上と
地域活性化を目指す
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行革甲子園2022 ④いわき市（福島県）
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行革甲子園2022 ④いわき市（福島県）

・利用者からは、便利で安心との声が寄せられている
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行革甲子園2022 ⑤別府市（大分県）

・RPAの導入により、作業時間を6000時間縮減
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行革甲子園2022 ⑤別府市（大分県）

・ポイントは５つ！
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行革甲子園2022 ⑤別府市（大分県）
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行革甲子園2022 ⑤別府市（大分県）

・定型業務はRPAが当たり前に。費用対効果も良し。
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行革甲子園2022 ⑥茂木町（栃木県）
もてぎまち
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行革甲子園2022 ⑥茂木町（栃木県）

・

もてぎまち
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行革甲子園2022 ⑥茂木町（栃木県）

・

もてぎまち
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行革甲子園2022 ⑥茂木町（栃木県）

・

もてぎまち
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行革甲子園2022 ⑦日南町（鳥取県）
にちなんちょう
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行革甲子園2022 ⑦日南町（鳥取県）
にちなんちょう
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行革甲子園2022 ⑦日南町（鳥取県）

・

にちなんちょう
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行革甲子園2022 ⑦日南町（鳥取県）
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にちなんちょう



行革甲子園2022 ⑧西予市（愛媛県）
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行革甲子園2022 ⑧西予市（愛媛県）

・
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行革甲子園2022 ⑧西予市（愛媛県）

・

42



行革甲子園2022 ⑧西予市（愛媛県）

・
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まとめ
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✓行革に当たっては、イニシャルコスト（時間、労力、費用）が生じており、その先
の効果を見据えて取組に挑んだ団体が成果を上げている。その際、段階的に
成功を積み重ねるという工夫をしているものもあった。

✓行革後も、課題が残っている場合もあり、継続性が心配されるものもあった。

✓なお、会の運営については、コロナ禍で懇親会が無くなったことにより、参加者の意見交換の機会を
十分に確保できなかったなどの課題も・・・

・昨今の様々な厳しい状況の中でも、溌溂と創意工夫を凝らして取り
組んでいる皆様がいるということを知り、とても勇気を与えられまし
た。

・今後も日々「行革」できることを探しながら業務に励みます。
・2年前にもエントリーをしていましたが、予選敗退。今回、念願かなっ
ての参加でしたので、喜びもひとしおでした。

・質問をいただき、確実に「種」を撒けたことを実感している次第です。

行革甲子園２０２２後に寄せられた声

・（内外問わず）周囲から取組への理
解を得られるまでが非常に大変だっ
た・・・。

・様々な案件やリクエストに一人～少
人数で対応していた・・・。

・非営利活動法人の活動は、無報酬
で行っている・・・。

プレゼン中に漏れた本音

段階的でサステイナブルな行革も魅力的

※みなさまが審査員だったら、グランプリはどこですか？


